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研究成果の概要（和文）： 自己調整学習は、子どもが学習目標に向かって能動的に学習していくことを指す。理科授
業でいえば、子どもが新しく収集した情報を、彼らの既有の考え方へ結び付けることである。こうした活動を通して、
教師は子どもの学習活動をより有意味なものにすることができるのである。こうした活動を繰り返すことにより、子ど
もは既有の考え方を再構築することを学習するのである。

研究成果の概要（英文）： Self-regulated learning refers to the processes whereby children actively learn 
toward the attainment of goals. In self-regulated science learning, children relate new information to 
prior knowledge. Teachers can make children's activities more meaningful. In these children situations 
can learn how to restructure prior knowledge. 　

研究分野： 理科教育
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１．研究開始当初の背景 
本研究における問題意識は以下の（1）～(5)

である。 
(1) PISA 調査や文部科学省による全国学

力・学習状況調査において、日本の児童・生
徒は明確な根拠を基に、自らの考え方を表現
することに課題があった。また、無解答率を
示す生徒の割合が諸学国に比べて高いこと
も特徴の大きな一つであった。 
(2) 理科教育においては、児童・生徒が根

拠をもって観察、実験を計画し、その検証を
行うことに課題があった。 
(3) (2)についての考察を進める上で、適

切な表現のもとで行う、ということについて
課題があった。特に、観察、実験の結果を表
やグラフで表現し、その内容に基づいて表現
を行うことに課題が示された。 
(4) 考察の結果得られた学習成果を、日

常生活で生起する事象へ活用して、解釈する
ことに課題があった。 
(5) 学校生活を終えたのち、科学に関連

した職業へ就くことや科学を生活の中へ生
かしことへ関心を示す児童・生徒の割合が、
諸外国に比べて低かった。 
本研究では、こうした理科学習を巡る状況

を分析し、授業において解決すべき学習課題
の抽出を図った。その上で、これらの課題に
基づく授業をデザインし、その試行によりそ
の有用性を検証した。 
具体的には、児童・生徒が科学概念を構築

することを目指す理科授業をデザインする
ことである。構築する過程では、児童・生徒
が必要な情報とそうでないものを吟味し、適
切な論証の下に自ら考えを構築し、これを適
切に表現することが求めた。こうした課題は
上述した課題解決に合致するものである。 
 
２．研究の目的  
 １．で述べた課題解決を図るために、実現
すべき学習者像を措定し、その実現を目指す
ための授業をデザインした。実現を目指す学
習者像は、「明確な目的意識のもとで、
子どもが課題解決のための方略を探り
ながら、学習目標へ到達できる」である。
これは自己調整学習である。理科授業に
おいてこうした学習を実現させるため
のシステム作りを目指した。 

このシステムにおいて、児童・生徒に
意図的な科学概念変換を行わせた。これ
は、知識再構成型の理科授業を構想する
ことにより成立すると考えられる。こう
した学習環境を構築することで実現で
きる。そこで、このシステムを詳細に検
討し、実証可能性を検証することを本研
究の目的とした。学習指導要領においては、
PISA 型読解力の育成が全教科の目標に据え
られ、その具現化として、学校教育法には「思
考力・判断力・表現力等の育成」が唱われて
いる。本研究の推進はこうした教育課題解決
への具体的な指針を提供する。具体的には、

以下の(1)～(3)の諸点を明らかにすること
を目的とした。 
(1) 理科授業において、自己調整学習を

進めるために必要とされる内容、方法、評価
の視点を具体的に分析する。 
(2) (1)で分析した視点に基づく授業を

小学校・中学校で試行し、授業システムの構
築を目指す。 
(3) 構築された理科授業のシステムに基

づく授業をデザインし、システムの汎用的な
活用度を向上させる。 
 
３．研究の方法 
 ２．の目的実現のために以下の(1)～(1)の
方法により研究を進めた。 
 (1) 小・中学校の学年段階毎の問題解能力 
及び「エネルギー」・「粒子」・「生命」・「地球」 
概念の分析 

児童・生徒において構築を目指す科学概 
念の内容とこの構築に関わる論理を分析
し、その系統化を図る。理科授業をデザイ
ンし、彼らの学習状況を評価するための指
針とする。 

（2）（1）の指針の有用性の検証 
  デザインした理科授業においては、児
童・生徒の多様なパフォーマンスの表出を
促進する。こうした促進を図ることが、自
己調整型の理科授業の実現することにつ
ながるからである。ことば、図表、式、文
字、映像、イメージ等の多様な表現の表出
が、こうした授業の実現には必須であるこ
とを実証する。 

（3）児童・生徒に科学概念を構築させるた 
めのツールを開発する 
   (2)の目的を実現するためには、児童・
生徒が自ら科学概念を構築し、必要に応じ
て修正できるようにするために必要とさ
れる学習シートを開発する。これは、上述
した授業を実現させるために必要とされ
る、アセスメントの視点を具現化する。そ
の視点を反映させた学習シートを研究授
業ごとに活用し、明確なアセスメントのも
とで学習が進められるようにする。 
(4)ICT を活用することによって、(3)の学習 

を円滑に進めるための学習環境のデザイン
をする 
  電子黒板やタブレットを活用した理科
授業を進めることにより、個々の児童・生
徒に対話に基づく、自己調整学習を進めら
れるようにする。ICT の活用が児童・生徒
における学習成果の多様な表出を促し、さ
らには対話を通した学習の拡大と深化を
図ることができるのである。 
(5)(4)の視点に基づく理科授業を小学校・ 

中学校において実践し、その有用性や活用度
の拡大を図る 
 (5)小学校・中学校の理科授業において、 

児童・生徒が科学概念を構築し、さらに構築
で切るようにするための授業デザイン並び
に学習環境を構成する諸要因に関する研究



の成果としてまとめ、発表すると共に論文と
する 
   
４．研究成果 
本研究における成果は、知識再構成型理科

授業システム構築において、児童・生徒が科
学概念構築状況を自ら調整ながら活動する
様態を分析することにあった。さらに、こう
した活動を生起させるための授業デザイン
を構成する要因を同定することにあった。以
下の（1）～(5)としてその成果を示すことが
できる。 
(1) 授業デザインとしての措置として最

も重要な要因は、彼らの学習状況についての
アセスメントである。このアセスメントの構
造を分析することが、本研究の主眼である理
科授業システム構築に寄与した。 
(2)アセスメント構造には、次の要素が盛

り込まれているものであった。 
「児童・生徒の既有知識の分析」「児童・生
徒の既有知識への情報のフィードバック（評
価規準の児童・生徒と教師との共有、ダイナ
ミックアセスメント、転移の促進の三つがこ
の活動の基本的な要素になる）」「教授活動の
評価（教師による教授活動の適否に関わる情
報収集）」。 
(3)三つの要素を段階的に理科授業に取り

入れていくことにより、上述した活動は実現
していくことが明らかになった。具体的には
次の活動として現れた。 
 理科授業において子どもに科学概念構築
した結果について、常にパフォーマンスを求
め、これを教師が適宜アセスメントする。 
アセスメントの蓄積が子どもによる精緻化
された科学概念として現れた。科学概念とし
て言葉を的確に表現する、表現内容を咀嚼で
きる、的確な根拠を基にして説明をすること
ができる、ということが精緻化された科学概
念と定義できるが、アセスメントの繰り返し
により、この活動がより深化する様態を記述
することができた。 
(4)電子黒板やタブレット等の ICT の活用

が、自己調整型の理科授業のデザインにおい
て有用であることが明らかになった。 
 (5)知識再構成型理科授業システム構築は、
自己調整学習として現れ、形成的アセスメン
トを基軸とした教授・学習過程に包含される
教授・学習方略として具現化されることが明
らかになった。 
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